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 イナテック平湖の皆さんの頑張りで、立派に

竣工式を終えることが出来ました。もちろんイ

ナテック本社のみなさんのバックアップも大変助

かりました。ありがとうございます。
 

次に竣工式での私の挨拶です。
 

「稲垣汽車配件（平湖）有限公司の使命は“お

客様に
100％良品をお届けして喜んでいただく

こと”であります。イナテック平湖の社員の一人

ひとりが、日々の仕事を通して人間性や技術

力を高め、より良い製品を作ることに努力し続

ける企業に成長させることです。

 

そしてそのイナテック平湖はお客様にも喜ん

でいただける優良企業、また平湖市の発展に貢 献できる企業となることです。」とお誓い申し

上げました。 

 

イナテック本社とイナテック平湖が総力を結

集してまさしくお客様に喜んでいただけるグル

ープを創り上げたいと思っております。みなさ

んの協力をお願い致します。
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     竣工式も皆さんの努力のお陰で無事終える

ことが出来ました、ということは『明日へのスタ

ート』であります。これまでに私が中国で見て

感じた事をご紹介致します。
 

 とにかく『スピード』が速いということです。

イナテック平湖の建設をしていただいた、上海

青園建設さんのスピードです。
 

 最終的な立会いに参加させていただいていた

時のことです。色々な所を修正して下さいと

議論をしている最中に、青園建設の費社長様

がスマホで電話をしている訳です。そんな打合

せをしている時にもう既に下請け業者の方が

修正している訳です。納得すると決断は本当 に早いということです。

 

たぶん日本の場合だと

 

・ 検討させてください

 

・ 見積りさせてください

 

・ 合見積りを取らせてください

 

・ 値段交渉します

 

・ その打合せをします

 

・ 業者の選定をします

 

・ 上司と相談します

 

・ 稟議を通します

 

・ 日程を調整します

 

・ そして実行

 

と限りなく事が起きてやるのに一週間や一ヶ

月かかってしまいそうな気がします。

 

 中国では、即その場で修理・手直ししてしまい

ます。これらのスピードは中国から学ぶ必要が

あります。“ぐずぐず言わずにまずやってみる”

ことを今の日本人は忘れかけているような気が

します。
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  日本の中で使用している構内用日本製運

搬車は、
150万円／台くらいします。イナテック

本社も「物流改革」の中、搬送車輌が必要とい

うこともあって、日本製を購入しようかと検討

していましたが、イナテック平湖の生技の各務

君が「社長！中国には
3万円台／台の電動三

輪車があります」と言う提案があったので、早

急に購入しました。
 

なんと機能はまったく同じです。（ただし溶

接やデザインはいまいちですが） そしてイナテ

ックの生技に「これが３万円／台で出来ます

か？」と尋ねました。答えは
N

O

!でした。そ

の時点で日本のものづくり（イナテックのものづ

くり）は中国に負けてしまったも同然です。も

う一度中国からヒントを得て頑張ろうではあ

りませんか。とりあえずは、その電動バイクのタ

クシーを購入し、イナテックなりに改造し、も

う一度中国に挑みたいと思っております。あり

がとうございました。
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     今年は辰年、私にとって素晴らしい還暦で

した。これも皆様がいて下さり協力いただいた

お陰です。本当にありがとうございました。

 

2012年
 

6/30 西尾ロータリー会長 任期満了

 

7/20 第
53回パールレースクラス優勝

 

10/4 国内
A級ライセンスで富士山スピードウ

ェイでサーキット走行
 

11/1 社員の皆さんから還暦サプライズ誕生祝

をしていただき、ありがとうございまし

た
 

      

11/8 稲垣汽車配件（平湖）有限公司竣工式

 

12/2 
N

A

H

Aマラソンに参加、
20ｋｍ走破

 

12/8 東海外洋ヨット協会年間総合第３位  

入賞

 

等々、素晴らしい思い出を作ることが出来ま

した。もう一度満ゼロ歳からのスタートとしま

す。

 

本当に皆様のおかげと感謝申し上げます。

 

2013年度も頑張ります。皆様のご健康、ご家

族の皆様のご健勝をお祈り致します。ありが

とうございました。
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 去る
10月
20日にイナテック労働組合の定期

大会が盛会の元終了され、誠におめでとうご

ざいます。

 

また「全トヨタ労連」からは、中島裕子様（ト

ヨタ自動車出身）がご出席され、これからトヨ

タを中心とする関連企業と共に生き残って行

きましょうとご挨拶をいただきました。

 

イナテック代表としての私の挨拶の主旨は

 

・ 『平等で公平なわかりやすい』人事システ

ムを目指す

 

・  グローバル（東南アジア）の中で生き残る

 

「平等」ということは、チャンス（機会）は皆全 員に与えられるということです。

 

 また「公平」とは、与えられたチャンスに対して

努力した人はそれなりの評価をし、努力しなか

った人にはそれなりの評価をするという、誰に

でもわかりやすい人事システムを目指して参り

ます。

 

 人間は努力しても、努力しなくても同じ評価

で良い報酬が与えられるなら努力しなくなる

ものです。イナテック社員の方々がそうならな

いようにして参ります。

 

 そして皆さんの潜在的に持ってみえる素晴ら

しい能力を引き出してあげるのが会社としての

使命だと思っております。
 

 次に「グローバル競争の中で生き残る」です。

 
 もうすでに日本の国内での需要は頭打ちにな

っております。これからは、海外での販売が

50％を超える時代になりました。
 

 イナテックとしても浙江省平湖市に『稲垣汽

車配件（平湖）有限公司』を立ち上げました。

それは“イナテック本社・本社工場”が『ガラパゴ

ス化』してはならないということです。
 

・ スピードが遅い
 

・ 設備が肥大化している
 

・ 設備費用が高い
 

・ 危機感がない

 

・ コスト意識が薄い

 

確かに日本の三河を中心に考えていれば、ま

だスタンダードに近いのかもしれません。しかし、

世の中はすでに舵がきられたと思っておりま

す。

 

日本の良さと、中国のいい所をお互いに吸収

し『グローバルイナテック』を早急に構築するこ

とだと思っています。

 

日本のいい所は

 

・ 
J

A

P

A

N クオリティ（品質の高さ）

 

・ 
J

A

P

A

N テイスト（
T

P

M手法

による緻密さ）

 

中国のいい所は

 

・ 行動が速い

 

・ 決断が速い

 

・ 設備費が安い

 

・ 人件費が安い

 

・ 技術レベルが上がってきた

 

 このようないい所取りをして、イナテックグル

ープをグローバルに対応できる強力な組織にす

ることです。
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    ここ最近、立て続けに通勤途中・勤務中の交

通事故が起きております。人身事故でないのが

幸いではあります。
 

 皆様へもう少し事故を予防する運転に心がけ

て欲しいというお願いです。これは「もらい事

故」も同様です。
 

 「イナテックの交通ルール」があります。
 

１ センターラインのある道路を通行する
 

２ 車間距離をあける
 

３ 黄色信号は速やかに止まる
 

入社時にはこのようなお願いと説明をさせて

いただいています。この説明をもう少し、私の経

験から詳しく説明をさせて頂きます。
 

１ 「センターラインのある道路を通行」
 

当たり前の事ですが、広い道路の方が、区分

帯がはっきりしているから、避けやすく、側道

からの飛出しが少ないからです。（国道一号線

では野良犬ですら、左右を確認して渡っていま

す） もちろんお住いの住宅地の中では注意して

なるべく早くセンターラインのある道へ出ること

です。

 

２ 「車間距離を取る」

 

 車間距離を取るといっても、抽象的な表現

になってしまいます。私は交差点に停止する

時には『普通車一台分』を開けて停止してい

ます。

 

 そして走行中も『普通車一台分』の車間距

離を空けて運転すると前の車が急停止して

も止まれる距離です。 

 

３ 「黄色信号は速やかに停止」

 

 交通死亡事故の約
50％は交差点での事故

です。だから相手が『赤信号』で突入して来て

も黄信号で停止すれば事故の確率はかなり

下げられます。
 

            

前述させていただいたように、交差点で停

止し青信号で発進する時も『普通車一台分』

あけてあれば、若干タイミングを遅らせるこ

とで赤信号で突入してくる車輌を避けるこ

とができるわけです。

 

 これが私の
36年間無事故が実現できている

『予防・防衛運転』ですので、イナテック社員

の皆様も実行して下さい。

 

 皆様の交通安全をお祈り致します。
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～～～～国内国内国内国内でででで生生生生きききき残残残残るためにるためにるためにるために新興新興新興新興アジアアジアアジアアジアへへへへ～～～～
    

 最近、松島大輔氏の著作で学ばせていただい

たことです。

 

海外での「現地化」で、本社・イナテックグルー

プを変えようということです。
 

つまり「日本企業ゆでガエル論」です。日本企

業における最大の課題は、「決断しない／でき

ないマネジメント」であり、日本企業が中国や韓

国に対しビジネスで後塵を拝する理由は、経営

のスピード・決断の遅さにある。（

N
A
T
O
: 

N
o
t 

A
ctio

n
,T
a
lk
in
g 

o
n
ly.）

 

ゆでガエル現象チェックポイント

 

□ 無変化が無難

 

□ 目標が低い

 

□ 今考えなくても・・・

 

□ 変化は未知の世界なので怖い 

 

一度チェックしてみてください。

 

 海外で現地化することによって、付加価値の

高い分野に雇用を拡大することができます。日

本に閉込っていれば、生産性の低い分野では、国

際競争力が削がれます。日本国内では他社の

シェアを取り合う激しい戦いを制していかなけ

れば勝目はありません。
 

だから海外の情報や知識を獲得することに

より新しい技術革新（
ex 設備・治具コストハー

フ等）のチャンスを得ることが出来るのです。

 
成長する「新興アジア」市場では、新しい情報

や知識の獲得を通じて生産性向上に寄与し、

新しい企業環境・生産環境がこれまでにない

「気づき」や「学び」を得るのです。
 

つまり我々がめざすのは、海外進出による相

乗効果により国内の技術水準を向上させるこ

とにあります。
 

そして技術水準だけでなく、日本国内にお

ける海外ビジネスを検討する企画立案、新規

開発部門（ｅｘ 設備内製化による工機部門の 充実）の拡大です。

 

未知の海外に「現地化」することは、これに対

応する人材が必要になります。しかもこうした

経営の根幹に関わる部分、つまり企画立案部

門でありエンジニアであり、付加価値の高い分野

に雇用を拡大する事ができます。

 

やはりプラス発想しながらグループの改革を

し、イナテックグループを生き残らせたいと思っ

ておりますので宜しくお願いいたします。
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    このテーマはイナテックが進出している平湖の

市内にある平湖東和汽車部件有限公司（日系

企業）の企業理念です。

 

この会社は、自動車の重要保安部品である

「エアーバック」を縫製している会社です。５４６

名を日本人３名の方々で経営して見える設立

１０年目を迎えようとしている素晴らしい会社

です。
 

エアーバックの縫製ですので、女性社員が４０

０名でミシンを使って、手作業の多い工程です。
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しかし企業理念のごとく、管理は完璧と思

える程しっかりしていました。
 

朝会のテーマとしては、
 

・教育訓練
 

・生産管理板
 

・日常管理（質・量・コスト）
 

・在庫管理（先入先出）
 

と女性班長、ライン長がしきる徹底ぶりです。
 

また台当り工数を算出するために、毎朝女

性班長さんが、「人員数・出勤者数・欠勤者数・

支援者・新人加入者・訓練人数・日本研修者・

産休・退社」ときめ細かく管理してみえまし

た。 

 

そして、その他の定期的活動として
 

・赤札作戦 （不用品数量明細票として残し

ています）

 

・４Ｓ点検管理板 （班長相互点検）
 

・現場品質改善 （小組活動板〈サークル活
 

動〉）

 

・作業標準遵守点検 （いじわるテスト）

 

・工作員（オペレーター）訓練評価表

 

・生産管理装置は電光盤で「予定」「実績」

「進度」 （全員がわかるようにライン毎に

ついていました。）

 

 ・多能工計画表 （生産力・保全力）

 

以上のような管理を定期的に、徹底的に実行

してみえました。

 

 我々イナテックもトヨタ様の系列でのご指導

のもと、同じような管理をしているわけですが、

平湖東和さんのように徹底できているか疑問な

点もあります。

 

 
 

                

中国の人たちの管理レベルに負けないよう、も

 

う一度頑張りましょう。
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これは有名フランス料理店「コート・ドール」の

オーナーシェフの斉須政雄（さいすまさお）さん

の“おそうじ”に対する考え方を述べられた記

事です。

 

「掃除は単に部屋の中をキレイにするだけで

はない。働く環境が美しければ、そこで働く人

も身綺麗になり、仕事中も些細（ささい）なこ

とを見落とさなくなる。そういう姿勢は、お客

様も見ているし、業者の方も見ている。どんなに

表を綺麗にしても、裏から出入りする業者の

方々は店の事を一番よく知っている。たかが掃

除だが、実はそこに宝の山があることを教えて

くれた。」

 

まったくその通りだと思います。私がイナテ ックの企業理念の中でいつも申させて頂いている

こと、『おそうじを通して、“気付く人・気遣え

る人”になって下さい』と同じことなんです。

 

おそうじ・２
S（整理・整頓）は、『宝の山』な

んです。是非皆で宝を掘り起こそうではありま

せんか。

 

  

““ ““
夢夢 夢夢

のの のの
中中 中中

”” ””
でで でで

で
き

で
き

で
き

で
き

たた たた
「「 「「
生

産
管

理
板

生
産

管
理

板
生

産
管

理
板

生
産

管
理

板
」」 」」
    
    

    
    夏休み休暇の時、家でうたた寝をしておりま

した。その時、うちの奥さんがいたずら半分で、

寝ている私に「今、一番大切なものは何ですか」

と問いかけたそうです。
 

うちの奥さんが期待した答えは、きっと『貴

女だよ』と言って欲しかったと思いますが、さに

あらんや“生産管理板”と私は寝言を言ったよ

うです。
 

生産管理板の重要性については、常日頃から

奥方には説明してありましたので理解できたよ

うでしたが、それだけ“夢の中”でも生産管理板

の事を考え、心配し、期待しているようです。

生産管理板を大いに活用し、コミュニケーション のゆき届いた、気持ちの良いイナテックにいたし

ます。

 

皆さんのご協力をお願いいたします。
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 先月
I

N

A

T

E

C平湖に大変重要なお

客様がお見えになり、
I

N

A

T

E

C平湖の

現地採用社員（中国の方）が一所懸命自分たち

でプレゼンを企画し、発表していただきました。

ありがとうございました。（日本人スタッフはフ

ォローに回りました。）

 

お客様の御評価は上々で、イナテック企業理

念から始まり、
I

N

A

T

E

C平湖の経営方

針・５ヶ年計画等々、袁部長（中国人女性）が

堂々と発表してくれました。

 

その姿をお客様から評価していただけたわけ

です。その中でも袁部長が、日本語でわかりや

すく説明されたことを感動されたようです。

 

イナテックでも平湖有限公司に負けないよう

お互い頑張りましょう。
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 第
53回パールレースに
J

O

K

E

RⅡで参

加させていただきました。運良く
Cクラスで優

勝、総合でも
52艇中着順で
17位、総合順位で

も
10位入賞でした。

 

37年間ヨットを続けてきた事と、パールレー

スの目標を決めて、５ヶ年間仲間と頑張って来

たからこそ、神様が少しプレゼントしてくれたと

思います。
 

それこそ、このように大好きな趣味を続けら

れたのも、いつもイナテックを守っていてくれてい

る社員の皆様のお陰と感謝いたします。
 

又、良き仲間にめぐり合えた事、そして家族

の理解と応援があった事だと感謝申し上げま

す。

 

神様からいただいた、この健康をもっと大切

にして、仕事・ヨットと頑張りつづけますので、

宜しくお願いたします。

 

『河村武明さん』の言葉をかりると、

 

・ 私の周りは師匠だらけ

 

みんな みんな ありがとう

 

・ この無限の宇宙の中で、あなたに会えてよ

かった

 

 ・ 何があっても ありがとう

 

何もなくても ありがとう

 

 本当にありがとうございます。

 合掌
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代表取締役社長  稲 垣 良 次
 

大
変

良
大

変
良

大
変

良
大

変
良

いい いい
事事 事事

が
あ

り
ま

し
た

が
あ

り
ま

し
た

が
あ

り
ま

し
た

が
あ

り
ま

し
た
    

我々イナテックの重要なお客様の調達部に

新しく常務様が就任されました。そこで協力

会各社を観てまわられており、去る７／
18に

イナテックへきていただいた時の感想の情報が入

りましたので皆さんにお伝えいたします。
 

その常務様は保全出身の方で製造を長年経

験された方です。

 

 今回は、イナテックの戦略を説明させて頂き、

現場ではＴＰＭ活動・Ｍゼロ活動など、社員の皆さ

んの常日頃の頑張りを紹介させていただきまし

た。

 

そこで特にイナテックの印象に残った点につい

て、『見学ルートより少し外れたラインの設備

後方（切粉台車、チップコンベアー周り）にも切 粉の飛散や油漏れなどがなく、そのようなこと

は１日や２日の清掃で出来ることではなく、ＴＰＭ

活動をベースに常日頃全社員の方々が一所懸

命頑張られ企業体質を改善されようとしてい

る姿が印象的でした。』と言う感想を言われた

ようです。

 

本当にイナテック社員の皆様のお陰でお客様

に御評価いただけたわけです。これはまさしく

『製造現場がショールーム』で、究極の営業活動

だと思っております。ありがとうございまし

た。
 

そして次のステップは、お客様での不良をゼロ

にし、結果を出すということです。この調子で

頑張れば必ず実現できます。御協力をお願い

致します。
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師
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宣
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    この『品質宣教師』という人は、トヨタ自動車

様が仕入先各社から“品質のプロ”をトヨタ流に

育て、その人を核に仕入先の品質レベルを向上

させようという活動です。
 

今回の品質宣教師さんは、イノアックコーポ レーションの品証革新Ｇの渡辺雪宣様でした。

 

 その宣教師様は次のようなことを言い続けら

れています。

 

①

 製造現場はショールーム

 

現場が美しく分かりやすいと、良い製

品が出来る。（チェックゲージが綺麗で

決められた場所にある。）

 

  ② 現場の標準類は、誰の為のものかをよく

 

考えて下さい。掲示するのかしないの

 

か、掲示する場合の位置、文字の大き

 

さを考えよう。（居酒屋の掲示）

 

③

 標準類とか記録がすぐに出て来ないの

は、活用していないと思って良い。

 

④

 品質保証・管理のために「作業者」「監

督者」「管理者」の実施すべきことを箇

条書きにしよう。

 

⑤

 何故何故は、現象でさかのぼって行くも

の。

 

だから問題が起きたらすぐ現場へ行き、

現場と現物を見なければ出来っこない。

さもなくば、その現象を再現出来るか

が勝負だ。
 

⑥
 変化点管理とは、変化点を見えるよう
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にすることではなく、変化点に対して、

どういう手を打っているか（誰が何を確

認しているか）を見えるようにする事で

もある。
 

⑦
 工程内不良は％でなく、ＰＰＭ管理でやろ

う。
 

⑧
 工程内不良は毎日が勝負（赤箱のルー

ルで決まる）
 

    不良１個以上発生    ×
 

 
 不良「ゼロ」        

 ○       
 

「ゼロ」が何日続いているかをライン毎に

大きく表示しよう。
 

 

また、

 

『躾の教え１５ヶ条』を教授いただきました。
 

 

1 『おはよう！』はすべての挨拶の始まり。
 

2 決められた服装をきちんと着けて仕事

にのぞむ。

 

3 現場は５Ｓではじまり、５Ｓで崩れる。

 

4 区画線は命線。

 

5 ３定は基本、基本は守れ。（定置・定品・

定量）

 

6  乱れたら整頓、汚れたら清掃。

 

7 作業の前にまず点検。

 

8 ５Ｓの乱れは、その場で叱れ。

 

9  叱り上手に叱られ上手。

 

10 なぜ乱れたか、なぜ汚れたか原点を探

せ。

 

11 お金は有限、智恵は無限。

 

12 ３現３即主義（現場・現実・現物・即時・

即座・即応）

 

13 報告は、一枚ベスト、２枚ベター、３枚無

駄。
 

14 会議は、１時間ベスト、２時間ベター、３

時間懐疑。
 

15 改革は努力、努力は情熱。

 

             

 

さすが、トヨタさんが育てた宣教師さんで

す。

 

よく考えると、イナテックの企業理念で毎回

言っていること。ＴＰＭ活動で勉強していることの

集大成のようです。

 

我々の進んでいる方向は間違っていません。

自信をもって進みましょう。ＴＰＭ最優秀賞を目

指して頑張りましょう。
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2012年
10／
24に
JIPMソリューションの渡辺常務理

事が
2013年
3月
12日の正式審査の前に、わざわ

ざイナテックに来社下さり『仮診断』をして頂

けます。

 

イナテックも本多常務を初めとして、全員で

取り組んでいただいています。我々はまずその

10／
24に向け準備をしようではありませんか。

 

以前、渡辺常務さんに御指導いただいた中で

『ワンルック』ということがありました。

 

その『ワンルック』とは一目で見て、その管理方

法が見えるということであります。

 

「３定」・・・定品・定置・定量もその『ワンルッ

ク』の一つです。そこに誰が、いつ、点検するとい

う事が書かれていれば完璧です。

 

活動板にしろ、表示物にしろ、あっちこっち

見なければ理解できないようでは、“ワンルック”

ではないのです。

 

つまり常に（５Ｗ１Ｈ）で表現することが重要

なのです。“ワンルック”にこだわってみましょう。

改善が楽しくなってくるはずです。
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    活動板や活動方法の考え方は、本多常務の

トップ点検に従って下さい。
 

私は、“審査”があるかどうかは別にして

“ＴＰＭ”をやる以上“現場のしつけ”に対するこだ

わりを大切にし、空気（社風）のようなものにし

たいと思って、田中部長や各課長さんと現場巡

回させていただいています。
 

それは、次のような簡単で当たり前のことな

んです。
 

・ 書類が傾いていないか。
 

・ 白線からはみ出していないか。
 

・ 棚の上に物が置いていないか。
 

・ 窓のサンに物が置いていないか。
 

・ 物が乱雑においていないか。

 

・ 決められた表示に、決められたことが書

いてあるか。

 

・ 昔使っていた帳票類が掲げていないか。

 

・ おのおのの責任者の写真（いい顔した）が

斜めになっていないか。

 

・ 事情があってお辞めになった社員の方の

写真、責任者ラベルがまだ貼っていない

か。

 

・ ゴミがはみ出しっ放しになっていないか。

 

このように当たり前のことが乱れてきている

ように思っていたので、点検というよりベクト

ル合わせをさせていただいております。

 

 そして、その点検でうれしいことは、各課長

さん達のレスポンスが良くなってきていること

です。

 

 理解と行動、ベクトルが合ってきた証だと思

います。ありがとうございます。
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５月
26日（土）に課長以上全員の人達と早

朝
3：30発で和歌山県橋本市の小川工業さんに

ＴＰＭの勉強で、工場見学を日帰りでさせていた
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だきました。
 

小川工業さんは、アイシンＡＷ協力会のメンバ

ーでもあり、アイシンＡＷ様から６ヶ年連続『品

質優秀賞』を取られています。つまり、ＡＷ様で

の不良が６ヶ年間ずーっと“００００ＰＰＭ”と、すごい

成績をあげられております。
 

またＴＰＭについても、
19年前（
1996年）にキックオ

フされ、ＴＰＭ優秀賞を２回と、ＴＰＭ優秀継続賞を

２回受賞されている立派なすごい会社です。
 

従業員さんは
160名で、そのうち保全技能士

の資格を持ってみえる人は
84名で、もちろん女

性社員の方も大勢取得されております。  
 

決して“大金”をかけてみえるとは思えず、全

社員の人がこつこつと徹底的にこだわり、改善

してみえる結果だということを勉強いたしまし

た。

 

たとえば、油漏れに関しましても一滴一滴

を数値化し、自分達で改善することによって

「何滴になった！」と記録を残し、その一滴にこ

だわり「ゼロ」になるまでやられることです。

 

“工程内不良”にしても、パレート図にして重

点管理をし、一項目ずつ『データ化』し、徹底

的につぶしていかれます。また、簡単な専用機

や選別機・治具などは、ほとんど製造の人の社 内製でした。

 

だから新入社員教育も基礎的な技術を少し

教えたら、即実践で機械製作や修理、保全を

やらせ、改善技術を身につけさせるのが小川工

業式新入社員教育でした。

 

イナテックの考えていることと、やっているこ

と、やろうとしていることは、小川工業様のそ

れと同じだということは実感いたしました。

 

また、“トイレそうじ”も実践され、工場内の

表示には『定位置化・区画の乱れは、心の乱れ』

というようにイナテックと同じような空気も感

じました。
 

            

ただ違うことは、イナテックはＴＰＭをキックオ

フしてまだ３ヶ年、小川工業さんは
19年間ＴＰＭ

をやり続けてみえる会社だということです。

 

やはり、イナテックの企業理念でいつも語ら

せていただいている

 

“凡事徹底”

 

『
10年偉大なり、
20年恐るべし、
30年にして

歴史になる』

 

をまさに実行してみえる小川工業さんに敬

意を表するとともに、イナテックのめざす姿を

勉強できた事の幸せを実感いたしました。

 

小川工業様ありがとうございました。                                          
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    山田先生山田先生山田先生山田先生よりよりよりより

    

先日のＴＰＭ受指導会で頂いた言葉です。
 

イナテックは
2013年
3月
12日（火）に行われる

「ＴＰＭ優秀賞審査」に向けて、今、全社でＴＰＭ

活動に取り組んで頂いています。
 

そこで山田先生から、なぜこのような厳しく

も当り前な言葉を頂いたかと申しますと、
 

イナテックの“改善”に対するスピードが遅い

こと

 

又、“未実施項目”の計画ですらたてられてい

ないこと

 

が、どの課にも見受けられたからです。課長

診断やＴＯＰ診断で「未実施は一件たりとも見

逃すな！」と山田先生からアドバイスを頂きま した。そして、“不合格”を出しなさいと・・・

 

つまり、「対策案はいつまでにやるかを明確に

する。」そして、よくある言い分は「○○に依頼

してあります。」と言って放置してあることで

す。

 

だから、それは職制（課長）の仕事だ！！とい

うことです。

 

私がいつも企業理念でお話させて頂いている

『仲良く喧嘩せよ！』と言うことです。黙ってい

ること、依頼しっぱなしでいることは、課長・係

長としての“仕事”をしていないということです。

『これは、ボランティア』ではないのです。
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    これは、ＴＰＭ受指導会で山田先生から褒め

て頂いたことです。
 

山田先生は「ワンポイント」などの表現を“コピ

ー”とか“写真”ではなくて『手書き』でスケッチ

して下さい。と常にアドバイスを頂いていまし

た。
 

イナテックでは最近、多くの社員の方々が『手 書きのスケッチ』をしてくれるようになってきま

した。それを褒めて頂いたわけです。

 

山田先生は何が言いたいかと言いますと、

『手書き』によって

 

一、 観察力が向上する。

 

二、 構造がわかる。

 

三、 微欠陥が見えてくる。

 

四、 改善案が浮かんでくる。

 

五、 設備に強い人づくりが出来る。

 

ということなんです。

 

イナテックはコスミックギャラリーを運営させ

て頂いています。お蔭様で芸術家の方々との多

くの出会いを頂いています。

 

まさしく芸術家の方は『観察力』のかたまり

なんです。一つの作品を創るのに、一本の花を

描くのに数ヶ月かけられるわけです。

 

一つのものを数ヶ月見続ける力がすばらしい

“作品”に繋がっているわけです。

 

日本画で“桜”を書く時には、冬の極寒に葉

のない“桜の木”の『枝』を一本一本数週間かけ

て描き、桜の花が開花した瞬間にその枝に一枚

一枚、桜の花を描いていくそうです。

 

 だから、どの枝にどの花びらというのはすべ
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て覚えてみえるようです。簡単にはすばらしい

桜は描けないということです。
 

 手を抜けば、それだけのものなんです。イナ

テックＴＰＭ活動も仕事を通して『観察力』を磨

いて下さい。自分を磨いて下さい。そして設備に

強い人になって下さい。そして気持ち良く、楽し

く、楽にいい仕事をしようではありませんか。
 

 
2013年
3月
12日（火）の『ＴＰＭ優秀賞審査』

をめざして皆で頑張りましょう。
 

 宜しくお願い致します。
 

「「 「「
ネ

ッ
ト

ネ
ッ

ト
ネ

ッ
ト

ネ
ッ

ト
安

息
日

安
息

日
安

息
日

安
息

日
」」 」」
    

日経の“春秋”に載っていた記事です。以前に

も日経にあった記事（２０１１３／６）ですが、日本

人の一日のネットメディア接触時間は、２０１０年で

５～８時間。テレビを見る比率は５割を切り、

ネットメディアが３割を超えたようです。
 

そんな中、米国の元新聞記者が、家族とと

もに実験に取り組んだそうです。その実験とは、

「金曜日の就寝時から月曜日の朝まで、自宅の

パソコンを、ネットから切り離したらどうなるの

か」というものでした。

 

実験初日。

 

ネット経由の映像や音楽などを欠いた家は

「他人の家のようによそよそしかった」と繋がら

ない生活・部屋は静まり返り、思い立った疑問

も天気予報もすぐには検索できず、ただ不自

由を嘆いた。

 

数週間後、変化が訪れる。

 

パソコンにへばりついていた心がひきはがされ、

家族水入らずの時間が蘇った。本に向かい、じっ

くり物事を考える習慣が戻ってきた。

 

               

ネット不在の週末が楽しみになった。と同時

にデジタル機器の有益さも改めて理解できたよ

うです。

 

ネットとは、自分で適切な距離をとらなくて

はいけないとの結論に至ったそうです。

 

ネット環境はもはや生活や仕事に不可欠だ

が、すべて便利過ぎるものには注意がいるよう

です。

 

米国では現在、「ネット安息日」を設ける人

が増えたと報告されていました。                                             
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 株式会社イナテック

 

代表取締役社長  稲 垣 良 次
 

イ
ナ
テ
ッ
ク

イ
ナ
テ
ッ
ク

イ
ナ
テ
ッ
ク

イ
ナ
テ
ッ
ク
中
期
五

中
期
五

中
期
五

中
期
五
ヵヵ ヵヵ
年
計
画

年
計
画

年
計
画

年
計
画
    

５／１よりイナテック中期五ヵ年計画がスター

トします（
2012５／１～
2017４／３０）。

 

目的は『グローバルな競争優位性を確保する

ための企業体質を強化する』であります。
 

つまり、今までの延長線上ではなく、「戦略部

品を明確にし、ゼロベースでイナテックの仕組み

を再構築する」ことです。

 

具体的には、

 

・ 戦略部品の明確化

 

・ 生産体制を集約

 

・ 稲垣汽車配件（平湖）有限公司への成長

投資

 

・ グローバル競争に勝てるマネジメント・リ

ーダー層の採用と育成

 

・ グローバル調達

 

・ 個別製品原価の見える化

 

・ 品質保証体制の再構築

 

・ 物流体制の再構築

 

・ グローバル競争力のある技術開発

 

以上の考え方を基に改革を進めてまいりま

す。そして次世代に向けイナテックがグローバ

ルに活躍できる礎を築きたいと思いますので

皆さんのご協力をお願いします。

 

イ
ナ
テ
ッ
ク

イ
ナ
テ
ッ
ク

イ
ナ
テ
ッ
ク

イ
ナ
テ
ッ
ク
第第 第第

５０５０５０５０

期期 期期
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
    

５／１よりイナテック５０期（２０１２５／１～２０１３４／

３０）がスタートします。その「スタート」の考え方

を“業務報告会”でチェックいたしました。     

 
そこで気づいたこと（皆さんへお願いしたい事）

を書き残しておきます。
 

 

一、『『『『指示指示指示指示されたされたされたされた期限期限期限期限はははは必必必必ずずずず守守守守ることることることること』』』』        
    

このような発表がありました。これは当り前

のことで、これを守ればこんなすばらしいことは

ないと思って見えるかもしれませんが・・・お客

様の今のレベルは「納期」を守るのは当たり前（か

んばん方式は別にして）で、お客様から要求さ れた瞬間から、いかに早く情報（回答）を提供

するかにかかっているのです。例えば、納期は一

週間ありましたが、金曜日の午後１時に連絡が

入り、夕方５時に回答した会社も、翌週木曜

日の午後５時に回答した会社も『納期は守って

いる』わけです。

 

しかし今の時代は、いかに早く回答が出来る

か、そこの素早さや行動力を求められているの

です。それが会社の評価．．．．．になっていることを頭

に入れ行動して下さい。

 

 

二、『『『『納入遅延納入遅延納入遅延納入遅延ゼロゼロゼロゼロ』』』』達成目標達成目標達成目標達成目標！！！！！！！！ 

これも発表がありました。これは、工務課だ

けの問題ではなく、イナテック全部署が協力し

なければ出来ないことですが、私が言いたいのは

お客様の納期に対する考えが“進化”しているこ

とです。

 

我がお客様は、この未曾有の大震災でも、タ

イの大洪水でも、一件の遅延もなくお客様に

納品されたという事実なんです。

 

「普通の会社」さんは震災だから・・・洪水だ

から・・と言い訳をするのが当たり前ですが、我

がお客様はそれを克服されたのです。

 

しかも、それを実行した事によって、今まで
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以上にお客様から信頼され、評価されたよう

です。
 

ですからイナテックも、“機械故障です”“品

質不良です”と言って納入遅延を出しているよ

うでは我がお客様から見放されて当たり前な

んです。
 

イナテックの５０期方針も、『再構築による体

質改善』なんです。
 

だから今までの発想を捨てて頂き、お客様の

ニーズに追従し“グローバルな競争優位性を確

保し、生き残ろうではありませんか。
 

まだ間に合います。みんなで頑張りましょう。

宜しくお願い致します。
 

ありがとうございます。
 

便
利
過

便
利
過

便
利
過

便
利
過
ぎ
る

ぎ
る

ぎ
る

ぎ
る
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
にに にに
注
意

注
意

注
意

注
意
！！ ！！
    

最近、イナテックでは“変”な兆候が現れてい

る。

 

私が思うに、ネット配信が瞬時に行えるから

報告がギリギリになる。例えば、火曜日の会議

内容を前々日の日曜日に送ってくる。

 

また、約束日（提出日）ギリギリまでほかって

ある報告書を期日が迫るとバタバタと、さも忙 しそうに仕事をする。

 

ネットのなかったつい少し前は、必ず前週の遅

くとも金曜日には報告・相談があった。それを

後回しにする傾向があるイナテックはまさしく

“すべて便利過ぎるものには注意が要る”を越し

て『危険』な領域に入っているように思っている

昨今です。

 

                 

私が常にお伝えしているように、重要な情報

や報告は『フェイスｔｏフェイス』『ハートｔｏハート』

で直接顔を見て、又は肉声で伝えねばならない

と言うことです。

 

だから「ネット安息日」でも設けて、前もって

準備する「準備力」「段取力」を身につける必要

があり、それが成功する条件なのです。                        
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株
式
会
社
イ
ナ
テ
ッ
ク 

代
表
取
締
役
社
長 

 

稲 

垣 

良 

次 

2012
年
新
入
社
員
諸
君
へ 

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
、
イ
ナ
テ
ッ
ク
に
入
社
し
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
に
次
の
三
つ
の
言
葉
を
贈
り
ま
す
。 

一
、 

プ
チ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
と
行
動 

二
、 

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神 

三
、 

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
一
所
懸
命
や
る
こ
と 

始
め
に
プ
チ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
で
す
が
、
日
本
最

南
端
の
石
垣
島
を
中
心
に
し
て
日
本
最
北
端
の
稚
内

ま
で
を
半
径
と
し
て
円
を
描
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

ロ
シ
ア 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク 

 

モ
ン
ゴ
ル 

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル 

 

中
国 

チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
除
い
た
全
土 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー 

タ
イ 

ラ
オ
ス 

ベ
ト
ナ
ム 
 

カ
ン
ボ
ジ
ア 

フ
ィ
リ
ピ
ン 

以
上
の
国
の
全
土 

こ
れ
ら
の
国
々
が
入
る
わ
け
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
実
際
の
商
圏
と
し
て
考
え
る
時
代
で
す
。

隣
国
で
は
な
く
、
日
本
国
（
商
圏
）
な
の
で
す
。
そ
ん
な

発
想
で
行
動
（
ビ
ジ
ネ
ス
）
が
で
き
る
人
財
に
な
っ
て
下

さ
い
。 

 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
で
す
が
、
“
失
敗
は
成
功
の
母
”

と
い
い
ま
す
。 

失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
一
所
懸
命
や
る
」
と
い
う
こ

と
は
“
あ
ま
り
先
の
事
を
考
え
て
も
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
ま
ず
は
当
面
の
事
に
専
念
す

る
。
や
が
て
必
ず
新
し
い
道
が
開
け
て
く
る
”
も
の
な
ん

で
す
。 

 

そ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
ま
わ
り
の
上
司
や
先
輩
、

仲
間
の
人
た
ち
が
『感
動
』す
る
く
ら
い
や
る
こ
と
な
ん

で
す
。
必
ず
道
は
開
け
ま
す
。 

 

新
入
社
員
の
皆
さ
ん
に
は
平
等
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

ま
す
。
教
育
し
ま
す
。 

そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
き
っ
か
け
な
ん
で
す
。
掴
む
の

も
見
逃
す
の
も
貴
方
た
ち
で
す
。
イ
ナ
テ
ッ
ク
の
仕
事

を
通
し
て
自
分
を
磨
き
向
上
さ
せ
て
下
さ
い
。 

 

お
ご
る
こ
と
な
か
れ 

―
元
祖
と
名
乗
る
と
お
い
し
く
な
る
の
か
― 

フ
ナ
イ
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
記
事
の
中
か
ら
『
づ
し
っ
』
と
く
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
博
多
の
明
太
子
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
命
名
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
登
録
商
標
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

明
太
子
を
創
造
し
、
命
名
し
た
「
ふ
く
や
」
初
代
社
長

の
川
原
俊
夫
氏
が
商
標
登
録
を
意
図
的
に
し
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
他
社
が
類
似
商
品
を
作
っ
て
同
じ
名
前

を
つ
け
る
こ
と
で
、
明
太
子
が
広
ま
る
こ
と
を
歓
迎
し

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
教
え
を
請
う
人
が
い

れ
ば
レ
シ
ピ
も
公
開
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
明

太
子
と
い
う
商
品
と
名
は
日
本
中
に
広
が
り
、
博
多

の
名
物
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
二
代
目
の
川
原
正
孝
さ
ん
が
「
元
祖
」
と
い

う
冠
を
つ
け
よ
う
と
提
案
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
は

事
実
で
、
誇
張
で
も
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
創
業
者
は
こ
う
言
っ
て
そ
の
提
案
を
却
下
し

た
そ
う
で
す
。 

「
元
祖
と
名
乗
る
と
お
い
し
く
な
る
の
か
？
」
ど
の
会

社
が
発
明
し
た
か
、
早
く
か
ら
扱
っ
た
か
な
ど
は
関
係

な
く
、
そ
の
時
そ
の
時
で
一
番
お
い
し
い
明
太
子
を
作

る
こ
と
が
全
て
だ
と
い
う
思
想
を
創
業
者
は
明
確
に
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持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

“
元
祖
”
と
名
乗
る
こ
と
で
品
質
が
全
て
と
い
う
こ
の

思
想
が
将
来
、
揺
ら
ぐ
事
を
戒
め
た
の
だ
と
思
い
ま

す
』 イ

ナ
テ
ッ
ク
も
お
陰
様
で
創
業
60
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
歴
史
も
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
今

イ
ナ
テ
ッ
ク
が
あ
る
の
も
創
業
前
後
当
時
お
世
話
に
な

っ
た
先
輩
や
お
世
話
に
な
っ
た
お
得
意
先
様
が
い
て
く

だ
さ
っ
た
た
め
で
、
尚
且
つ
今
現
在
、
や
は
り
お
客
様

の
要
求
に
対
し
て
「
品
質
は
良
い
か
」
「
価
格
は
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
の
か
」
等
、
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
イ
ナ

テ
ッ
ク
の
将
来
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
フ
ナ
イ
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
「
ふ
く
や
」

初
代
社
長
川
原
俊
夫
氏
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
が
永
井
科
学
技
術
財
団
「
技
術

賞
」を
い
た
だ
く 

イ
ナ
テ
ッ
ク
の
和
泉
工
場
と
ＣＡＤ
・
ＣＡＭ
木
型
チ
ー
ム

が
い
た
だ
い
た
こ
の
賞
と
は
、
新
東
工
業
の
元
会
長
さ

ん
が
素
形
材
産
業
の
発
展
と
躍
進
の
た
め
、
学
術
研

究
に
功
績
の
あ
っ
た
愛
知
県
下
の
研
究
者
へ
贈
呈
す
る

も
の
で
す
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
と
し
て
の
受
賞
の
内
容
は
、
「
レ
ク
サ
ス
Ｌ

Ｆ
Ａ
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
オ
イ
ル

セ
パ
レ
ー
タ
ー
は
肉
厚
1.5
m
m
と
一
般
の
砂
型
鋳
造

で
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
厚
さ
で
あ
り
、
ま
た
内
蔵

物
（
ギ
ヤ
）
と
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
は
約
1
m
m
と
狭
い

た
め
、
一
般
の
砂
型
鋳
造
以
上
の
ダ
イ
カ
ス
ト
並
み
の

高
精
度
が
要
求
さ
れ
て
い
た
が
イ
ナ
テ
ッ
ク
は
そ
の
製

作
を
実
現
す
る
事
が
で
き
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

そ
の
結
果
、
イ
ナ
テ
ッ
ク
の
軽
合
金
の
ダ
イ
カ
ス
ト

並
み
高
精
度
薄
肉
砂
型
鋳
造
技
術
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
受
賞
に
至
っ
た
も
の
で
す
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
が
ア
ル
ミ
、
マ
グ
ネ
鋳
造
を
始
め
て
か
ら

19
年
が
経
ち
ま
し
た
。
社
員
の
皆
さ
ん
の
努
力
と
カ
ル

モ
鋳
工
様
や
コ
イ
ワ
イ
様
の
ご
指
導
の
お
陰
で
こ
こ
ま

で
こ
れ
た
こ
と
に
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

         

途
中
何
度
が
「
社
長
、
“鋳
造
”
は
赤
字
だ
か
ら
や
め

ま
し
ょ
う
」
と
議
論
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
わ
が

ま
ま
を
通
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
尚
且
つ
皆
さ
ん
の
努
力

の
賜
物
で
す
。 

こ
れ
で
“
切
削
”
の
み
の
工
程
型
企
業
か
ら
、
「
素
材

設
計
か
ら
切
削
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
」
が
整
っ
た
わ

け
で
す
。
こ
れ
か
ら
皆
で
努
力
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

“
一
流
開
発
型
企
業
”
を
め
ざ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 イ

ナ
テ
ッ
ク
も
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
」
の
企
業
か

ら
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
型
」
の
企
業
へ
変
身
す
る
時
で
す
。

舞
台
は
で
き
ま
し
た
。
役
者
も
揃
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
開
幕
に
向
け
て
日
々
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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め
ざ
せ
国
際
会
計
基
準 

昨
年
後
半
か
ら
ア
メ
ー
バ
（
経
営
管
理
）
シ
ス
テ
ム
の

本
格
稼
動
に
よ
り
“
ラ
イ
ン
別
採
算
”
が
日
々
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
各
課
毎
に
損
益
を
毎
日
確

認
し
対
策
が
打
て
る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
ど
し
ど
し
使
い
ま
く
っ
て
下
さ
い
。 

そ
し
て
『
め
ざ
せ
国
際
会
計
基
準
』
で
す
が
、
そ
の
ア

メ
ー
バ
シ
ス
テ
ム
で
は
見
え
な
い
個
別
製
品
原
価
を
見

え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ど
う
せ
や
る

な
ら
“
日
本
標
準
”
で
は
な
く
“
国
際
標
準
”
に
基
づ
き

ル
ー
ル
を
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。 

公
認
会
計
士
の
先
生
２
人
に
御
指
導
い
た
だ
き
な

が
ら
仕
組
み
を
我
々
で
作
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
内
容

と
し
て
は
『
究
極
の
整
理
・
整
頓
』
な
ん
で
す
。
「
数
量
の

把
握
」
「
正
確
・
・

な ・
時
間
の
把
握
」
「
正
確
・
・

な ・
在
庫
の
把

握
」
「
正
確
・
・

な ・
資
産
の
把
握
」
な
ど
今
ま
で
も
や
っ
て
き

た
事
で
す
が
、
全
て
『
正
確
な
』
が
付
き
ま
す
。
そ
ん
な

デ
ー
タ
を
取
り
続
け
る
仕
組
み
を
み
ん
な
で
作
る
こ

と
な
ん
で
す
。 

計
算
は
ＰＣ
が
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
「
今
、

我
々
が
作
っ
た
製
品
が
１
個
○
○
○
円
で
出
来
て
い
る

の
か
」
「
売
値
に
対
し
て
○
○
○
円
儲
か
っ
て
い
る
」
こ
の

よ
う
に
一
般
の
小
売
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
な
る
の

で
す
。
２
ヶ
年
く
ら
い
か
け
て
作
り
上
げ
ま
す
。
ど
こ
に

出
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
会
社
↓↑
自
慢
で
き
る
イ
ナ

テ
ッ
ク
に
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

緑
陽
大
飯
店 

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ 

Ｓ
ｕ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

イ
ナ
テ
ッ
ク
平
湖
（
稲
垣
汽
車
配
件
（
平
湖
）
有
限

公
司
）
の
近
く
に
あ
る
ホ
テ
ル
で
、
イ
ナ
テ
ッ
ク
社
員
の

常
宿
で
も
あ
り
、
新
家
総
経
理
の
住
ん
で
み
え
る
ホ
テ

ル
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
緑
陽
大
飯
店
さ
ん
は
、
日
本
電
産
様
が
経
営

さ
れ
て
い
る
ホ
テ
ル
で
す
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
中
国
社
員
の

人
た
ち
に
日
本
語
教
育
を
徹
底
し
て
行
い
、
ウ
エ
イ
ト

レ
ス
の
人
た
ち
も
い
つ
も
明
る
く
接
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。 ま

た
、
ホ
テ
ル
の
支
配
人
（
社
長
・
総
経
理
）
さ
ん
は
、

吉
田
稔
さ
ん
と
言
う
方
で
毎
朝
レ
ス
ト
ラ
ン
の
入
口
で

挨
拶
を
さ
れ
、
お
客
様
全
員
に
声
を
掛
け
て
み
え
る

素
晴
ら
し
い
支
配
人
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
従
業
員
の
人
た
ち
の
動
き
も
観
察
し
て

み
え
、
的
確
に
指
導
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

し
か
も
ホ
テ
ル
内
に
あ
る
リ
ネ
ン
・
お
掃
除
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
・
居
酒
屋
・
料
理
屋
・
焼
肉
屋
・
大
浴
場
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
・
イ
タ
リ
ア
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
全
て

自
前
の
社
員
さ
ん
た
ち
に
よ
る
内
製
で
す
。
だ
か
ら
支

配
人
さ
ん
は
す
ご
く
忙
し
い
し
、
何
で
も
知
っ
て
い
て
、

指
示
を
出
す
人
な
ん
で
す
。 

ま
だ
吉
田
支
配
人
様
は
交
替
し
て
２
年
目
で
す
が

全
て
マ
ス
タ
ー
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
経
営
手
腕
を
発
揮

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
ち
な
み
に
日
本
人
は
支
配
人
含

め
３
人
） 

こ
の
ホ
テ
ル
は
、
日
本
電
産
の
永
守
会
長
が
中
国
平

湖
市
に
日
本
の
社
員
の
人
た
ち
が
出
張
し
た
時
に
食

事
や
住
居
に
不
自
由
な
く
仕
事
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
と
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
食
事
の
味
、
メ

ニ
ュ
ー
と
も
全
て
日
本
テ
イ
ス
ト
で
す
。
こ
ん
な
ホ
テ
ル
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見
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
中
華
料
理
は
少
し

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
の
社
員
の
方
々
の
平
湖
へ
の
出
張
も
増

え
る
と
思
い
ま
す
が
ど
う
か
御
安
心
下
さ
い
。 

よ
う
こ
そ
イ
ナ
テ
ッ
ク
平
湖
へ 

稲
垣
汽
車
配
件
（
平
湖
）
有
限
公
司
で
４
人
目
の
現

地
採
用
の
方
の
面
接
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
新
家
総
経

理
が
“
イ
ナ
テ
ッ
ク
企
業
理
念
”
を
１
時
間
か
け
て
日
本

語
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
質
疑
を
行
い
感
想

を
述
べ
て
も
ら
う
と
い
う
日
本
で
行
っ
て
い
る
方
法
で

す
。 製

造
の
管
理
・
監
督
者
と
し
て
の
採
用
で
２７
才
、
学

校
で
は
金
型
設
計
・
製
造
を
勉
強
し
、
前
職
で
は
Ｎ
Ｃ
・

Ｌ
Ａ
・
Ｍ
Ｃ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
か
ら
製
品
完
成
ま
で
行

え
る
素
晴
ら
し
い
好
青
年
で
す
。 

そ
の
人
は
王
保
平
さ
ん
で
す
。
王
保
平
さ
ん
の
イ
ナ

テ
ッ
ク
企
業
理
念
の
感
想
文
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。 「

企
業
理
念
は
会
社
の
成
長
と
発
展
に
繋
が
っ
て
す

ご
く
重
要
な
一
部
分
で
す
。
社
員
た
ち
が
よ
く
企
業

理
念
の
意
味
を
理
解
で
き
て
、
心
か
ら
責
任
を
持
っ
て

仕
事
を
す
れ
ば
イ
ナ
テ
ッ
ク
は
良
い
発
展
の
出
来
る
道

に
行
け
る
と
思
い
ま
す
。 

今
後
、
私
は
真
面
目
な
態
度
で
一
生
懸
命
に
生
活

と
仕
事
を
し
て
積
極
的
に
技
術
の
勉
強
を
し
て
、
自

分
の
技
術
レ
ベ
ル
を
高
め
、
自
分
の
心
を
磨
い
て
イ
ナ
テ

ッ
ク
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
仕
事
を
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

王
保
平
」 

 

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
感
想
文
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

我
々
イ
ナ
テ
ッ
ク
の
力
強
い
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
ま
す
。
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

マ
ス
ク
は
顔
を
隠
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん 

 

「
似
非
（
え
せ
）
マ
ス
ク
（
訳:

似
て
い
る
が
本
物
で
は
な

い
意
を
表
す
）
が
増
え
て
い
る
？
」
こ
れ
は
私
が
感
じ
て

い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
そ
ん
な
気
が
し

ま
す
。 

特
に
マ
ス
ク
を
し
て
は
“
変
”
な
場
面 

z
 

接
客
・
応
対 

    

z
 

仲
間
と
の
会
話
・上
司
への
報
告 

z
 

プ
レ
ゼ
ン
（営
業
活
動
） 

z
 

会
議
・
朝
礼
（
話
す
人
も
、
聞
く
人
も
両
方
）etc. 

 

や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
フ
ェ
イ
ス
to
フ
ェ
イ
ス
が

基
本
で
す
。
顔
の
表
情
を
隠
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
で
す
。
つ
ま
り
相
方
向
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
く
し
て
良
い
人
間
関
係
は
あ
り
え
ま

せ
ん
。 

 

気
持
ち
の
良
い
明
る
い
イ
ナ
テ
ッ
ク
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

も
ち
ろ
ん
「
健
康
面
（
病
気
）
で
マ
ス
ク
が
必
要
な
人
」

「
安
全
面
で
保
護
具
と
し
て
必
要
な
人
」
は
絶
対
条
件

で
す
。 

 

ち
な
み
に
「
世
界
標
準
と
し
て
は
、
重
病
は
別
と
し

て
“
マ
ス
ク
を
常
用
す
る
”
国
民
は
日
本
人
以
外
に
は
な

い
」
よ
う
で
す
。
“
変
な
日
本
人
”
に
な
る
よ
り
、
明
る

く
元
気
な
イ
ナ
テ
ッ
ク
社
員
は
、
相
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。 
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一
生
現
役
・生
涯
修
業 

人
は
生
ま
れ
て
来
た
が
、
自
分
の
意
志
で
生
ま
れ
て

く
る
人
は
一
人
も
い
な
い
。
寿
命
も
人
の
意
思
範
疇
で

は
な
い
。
同
じ
人
間
は
過
去
に
も
い
な
か
っ
た
し
、
こ
れ

か
ら
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
の
で
す
。 

だ
か
ら
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
、
一
人
だ
け
の
人
生

を
一
所
懸
命
お
も
い
っ
き
り
生
き
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
れ
が
『
一
生
現
役
』
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
や

り
と
げ
る
に
は
『生
涯
修
業
』
が
必
要
な
わ
け
で
す
。 

平
沢
興
（
ひ
ら
さ
わ
こ
う
）
先
生
は
こ
の
よ
う
に
言
っ

て
み
え
ま
す
。 

「75
才
か
ら
85
才
ま
で
が
人
間
が
一
番
伸
び
る
時

で
す
。
」 

「80
才
に
な
っ
て
も
、
90
才
に
な
っ
て
も
人
間
の
成

長
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
」 

「
生
き
る
限
り
成
長
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
に
手
を
合
わ
せ
て
拝
ん
で
ゆ
く
こ
と
で

す
。
」 以

前
、
聖
路
加
病
院
の
日
野
原
理
事
長
様
が
99
才

の
時
に
さ
れ
た
講
演
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

90
分
間
立
っ
た
ま
ま
、
大
き
な
声
で
明
る
く
元
気
に

一
気
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
即
、
台
湾
で
講
演

の
依
頼
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
夜
便
の
飛
行
機
で
移
動

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
101
才
に
な
ら
れ
ま
す
。
我
々

若
い
者
が
風
邪
を
ひ
い
て
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
る
場
合
で

は
な
い
。
“
た
る
ん
ど
る
”
と
お
叱
り
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

も
う
一
方
ス
ー
パ
ー
お
じ
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。 “100

才
で
30
年
分
の
仕
事
の
材
料
を
買
い
込
ん
だ
”

平
櫛
田
中
（
ひ
ら
く
し
で
ん
ち
ゅ
う
）
氏
・
彫
刻
家
で

す
。 「

実
践
実
践
ま
た
実
践 

挑
戦
挑
戦
ま
た
挑
戦 

修
練
修
練
ま
た
修
練 

や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い 

や
ら
ず
に
で
き
る
わ
け
が
な
い 

今
や
ら
ず
し
て
い
つ
で
き
る 

わ
し
が
や
ら
ね
ば
だ
れ
が
や
る
」 

で
す
。
私
も
含
め
若
い
衆
に
伝
え
た
い
、
又
、
平
櫛
田

中
氏
御
自
身
に
言
っ
て
み
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ま
さ
し
く
『
生
涯
修
業
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

“
ト
イ
レ
”
の
話 

ト
イ
レ
で
の
私
の
失
敗
談
で
す
。
人
様
の
話
を
し
な

が
ら
仲
間
と
立
小
便
を
し
て
い
て
、
そ
の
後
、
後
ろ
の

ト
イ
レ
の
ド
ア
か
ら
そ
の
御
本
人
様
が
出
て
き
た
時
、

大
変
失
礼
で
穴
が
あ
っ
た
ら
入
り
た
い
く
ら
い
で
し
た
。

良
い
話
な
ら
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
限
っ
て

噂
話
で
よ
ろ
し
く
な
い
話
な
ん
で
す
。 

教
訓
と
し
て
「
ト
イ
レ
で
は
人
様
の
話
は
絶
対
に
し

て
は
ダ
メ
」
で
す
。 

又
、
反
対
に
大
便
器
を
使
用
し
て
い
る
と
き
、
静
か

に
押
し
黙
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
咳
払
い
と
か
で
中
に

居
る
事
を
教
え
て
あ
げ
る
の
も
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
必
ず
人
様
が
ト
イ
レ
（
大
便
器
）
を
使
用
し

て
い
る
か
ど
う
か
く
ら
い
は
チ
ェ
ッ
ク
す
る
癖
を
つ
け
て
、

自
分
の
戒
め
と
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。 
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風
邪
の
話 

只
今
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
絶
好
調
で
す
。
も
う
少
し
の

我
慢
で
す
。
春
は
も
う
そ
こ
に
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。 

し
か
し
風
邪
に
な
る
人
、
な
ら
な
い
人
っ
て
何
で
し
ょ

う
。
全
員
が
か
か
る
こ
と
で
も
な
い
し
、
何
か
が
違
う

ん
で
す
。 

以
前
『
風
邪
を
ひ
い
た
ら
罰
金
』
と
い
う
工
務
店
さ

ん
の
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

“
プ
ロ
で
あ
る
以
上
風
邪
を
ひ
い
て
プ
ロ
と
言
え
る

か
”
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
し
歌
手
で
“
キ
ャ
ン
セ
ル
”
し

た
ら
二
度
と
仕
事
は
来
な
い
で
し
ょ
う
。
莫
大
な
公
演

費
用
が
パ
ー
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
日
頃
の
『
用
心
』
が

半
端
な
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。 

そ
の
点
、
我
々
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
少
し
で
も
風

邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

z
 

早
く
寝
て
い
ま
す
か 

z
 

温
か
い
も
の
を
食
べ
て
い
ま
す
か 

z
 

薄
着
を
し
て
い
ま
せ
ん
か 

z
 

う
が
い
し
て
い
ま
す
か 

z
 

手
を
洗
っ
て
い
ま
す
か 

z
 

寒
気
が
し
た
ら
パ
ブ
ロ
ン
飲
ん
で
8Ｈ
／
日
は

寝
て
い
ま
す
か 
z
 

体
力
消
耗
し
て
い
ま
せ
ん
か 

そ
う
な
ん
で
す
。
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
は
『弱
っ
て
い
る
人
』 

が
好
き
な
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
ウ
イ
ル
ス
と
体
力
の
バ
ラ

ン
ス
競
争
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
必
ず
風
邪
を
ひ
か
な
い

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
出
来
る
よ
う
で
す
。
ま
し
て
今
で
は
薬

局
へ
行
く
と
素
晴
ら
し
い
沢
山
の
種
類
の
薬
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。 

 

驚
い
た
事
に
ド
リ
ン
ク
剤
な
ど
を

500円
／
本
か
ら

3000 円 

／
本
く
ら
い
の
も
の
ま
で
あ
り
、
だ
い
た
い
風
邪
薬
と 

ド
リ
ン
ク
の
高
価
な
も
の
が
セ
ッ
ト
で
勧
め
ら
れ
て
い
ま 

               

す
。
信
じ
て
飲
ん
で
8Ｈ
／
日
グ
ッ
ス
リ
寝
れ
ば
充
分
で

す
。 ム

リ
し
な
い
こ
と
、
体
力
を
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て
ウ

イ
ル
ス
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
事
が
必
要
の
よ

う
で
す
。 

我
々
は
“プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
”
な
ん
で
す
。 

と
、
私
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

健
康
に
感
謝
“
あ
り
が
と
う
”
で
す
。 



 
社
員
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社
イ
ナ
テ
ッ
ク 

代
表
取
締
役
社
長 

 

稲 

垣 

良 

次 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

今
年
の
干
支
は
「
壬
辰
（
み
ず
の
え
／
た
つ
・
じ
ん
し

ん
）
」
で
す
。 

「
壬
（
じ
ん
）
」
と
は
、
（
草
木
の
種
子
の
内
部
に
新
し

い
生
命
が
宿
る
状
態
）
を
い
い
、 

「
辰
（
し
ん
）
」と
は
、
（天
地
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
て

い
き
、
万
物
が
活
発
に
な
る
状
態
を
い
い
ま
す
。 

そ
し
て
企
業
経
営
に
と
っ
て
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済

を
波
乱
の
危
機
で
あ
る
と
同
時
に
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
、
自
社
に
内
在
す
る
成
長
の
種
子
や
課
題
を
見
つ

め
直
す
年
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
も
ま
さ
し
く
、
中
国
で
の
イ
ナ
テ
ッ
ク
平

湖
有
限
公
司
の
工
場
が
完
成
し
ま
す
し
、

AW
様
の
生

産
台
数
も
昨
年
度
よ
り
１０
％
up
さ
れ
る
と
の
情
報

が
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
６０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
海
外
・
国

内
で
社
員
旅
行
も
企
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

イ
ナ
テ
ッ
ク
も
い
く
ら
外
部
環
境
が
大
き
く
揺
れ

動
い
て
も
、
内
部
で
は
AW
様
の
大
増
産
の
お
陰
を
大

切
に
し
て
、
し
っ
か
り
足
元
を
固
め
、
し
っ
か
り
利
益
の

出
せ
る
体
制
づ
く
り
を
い
た
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
御

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

「
稟
議
書
」に
つ
い
て 

イ
ナ
テ
ッ
ク
で
は
最
近
“
稟
議
書
”
の
徹
底
を
呼
び
か

け
、
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
い
た
し
ま
し
た
。 

部
下
の
人
に
と
っ
て
は
“
稟
議
書
”
は
「
面
倒
く
さ
い
」

「
あ
あ
書
け
ば
こ
う
言
わ
れ
る
」
「
何
回
で
も
書
き
直

し
」
「
な
か
な
か
許
可
が
お
り
な
い
」
等
々
の
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
“
稟
議
書
”
は
上
司
と
部
下
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
道
具
な
ん
で
す
。
稟
議
書
を
通
し
て 

z
 

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る 

z
 

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る 

z
 

準
備
力
を
つ
け
る
（
準
備
で
８０
％
は
成
功
す
る
） 

z
 

部
下
を
育
て
る
（上
司
を
育
て
る
） 

な
ど
色
々
な
す
ば
ら
し
い
効
果
が
あ
る
も
の
な
の
で
す
。

日
本
古
来
か
ら
あ
る
『
根
回
し
』
と
い
う
す
ば
ら
し
い

習
慣
に
も
繋
が
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
さ
あ
、
稟
議
書
を
大
い
に
活
用
し
て
上
司
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
お
互
い
成
長
し
ま
し
ょ
う
。 

幸
せ
と
笑
顔
・感
謝 

幸
せ
だ
か
ら
笑
顔
に
な
れ
る
の
で
は
な
く 

笑
顔
だ
か
ら
幸
せ
に
な
る
の
で
す 

幸
せ
だ
か
ら
感
謝
す
る
の
で
は
な
く 

感
謝
す
る
か
ら
幸
せ
に
な
る 

河
村
武
明
作 

 

や
は
り
「
あ
り
が
と
う
」
が
先
な
ん
で
す
ね
。
「
あ
り

が
と
う
」「
あ
り
が
と
う
」と
言
い
続
け
ま
す
。 

笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
」
必
ず
幸
せ
が
や
っ
て
き
ま

す
。 

  

何
が
あ
っ
て
も 

 
 

あ
り
が
と
う 

何
か
な
く
て
も 

 
 

あ
り
が
と
う 

た
け 
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そ
ん
な
一
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

良 
還
暦 

私
は
お
陰
様
で
還
暦
を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
健
康
も
家
族
や
社
員
の
皆
さ
ん
、
お
客
様
、
そ

し
て
地
域
の
皆
様
に
支
え
育
て
て
い
た
だ
い
た
賜

物
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

『
６０
に
し
て
耳
順
う
』
と
孔
子
様
は
述
べ
て
み
え

ま
す
。
「
年
を
重
ね
て
世
の
中
の
酸
い
も
甘
い
も
噛

み
分
け
、
人
の
痛
み
や
苦
し
み
が
分
か
る
年
代
に
な

っ
て
く
る
と
皆
さ
ん
の
意
見
を
素
直
に
聴
け
る 

 

境
地
と
言
う
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
」
と
い

う
意
味
で
す
。 

私
も
同
じ
年
齢
を
迎
え
た
今
、
こ
の
言
葉
を
少
し

で
も
実
践
で
き
る
生
き
方
を
志
し
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
『
還
暦
』
と
い
う
の
は

「
６０
年
で
生
ま
れ
た
干
支
に
還
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
ま
さ
し
く
人
生
の
再
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。 

今
年
か
ら
も
う
一
度
生
ま
れ
変
わ
り
『
生
涯
現

役
』
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
に
は
ご
指
導
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 


